
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
空
　
調

使用量見える化
　わが国の二酸化炭素（ＣＯ２）排出量の３分
の１は建設関連のものと言われている。施工時
だけではなく、建設資材の製造・運搬やビルや
住宅使用時のエネルギー消費まで含めた場合の
排出量である。これを踏まえ建設業は、設計段

階での運用時ＣＯ２の排出抑制や施工時のＣＯ
２排出抑制に取り組んでいる。設計から施工ま
で関わる建設会社、運用時の省エネを左右する
空調設備工事会社、施工時の省エネを担う建設
機械の取り組みを紹介する。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
の
３
割
以
上
を
占
め
る
の

が
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
を
含
む

民
生
部
門
。
Ｏ
Ａ
に
続
く
情

報
機
器
の
普
及
も
あ
り
、
生

産
コ
ス
ト
削
減
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
効
率
が
飛
躍
的
に
高

ま
っ
た
工
場
な
ど
の
産
業
部

門
と
は
対
照
的
に
、
省
エ
ネ

が
な
か
な
か
進
展
し
な
い
。

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、

政
府
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

に
向
け
２
０
３
０
年
ま
で
に

１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
ゼ

ロ
の
エ
コ
ビ
ル
「
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
」

Ｚ
Ｅ
Ｂ

実
現
を
目

指
し
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
空

間
を
創
造
し
て
き
た
建
設
業

界
に
よ
る
省
エ
ネ
へ
の
取
り

組
み
が
加
速
し
て
い
る
。

◇

　
国
内
建
設
市
場
が
縮
小
し

続
け
る
半
面
で
、
企
業
の
社

会
的
責
任

Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
し

て
環
境
負
荷
低
減
が
不
可
避

と
な
っ
た
。
建
設
業
界
に
と

っ
て
省
エ
ネ
は
最
も
有
効
な

顧
客
へ
の
訴
求
手
段
で
も
あ

る
。

　
建
物
の
各
種
設
備
機
器
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
利
用

状
況
に
合
わ
せ
て
稼
働
を
統

合
制
御
す
る
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

は
大
規
模
施
設
で
は
当

た
り
前
。
技
術
の
汎
用
化
に

よ
り
既
存
ビ
ル
の
改
修
や
中

小
規
模
ビ
ル
へ
と
適
用
範
囲

が
広
が
っ
て
い
る
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
環
境
負
荷
低
減

の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
そ
れ
自
体

が
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ

ラ

の
中
核
要
素
と
も
な

る
。
省
エ
ネ
と
同
時
に
、
快

適
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
提

案
に
よ
る
知
的
生
産
性
向
上

も
追
求
す
る
。

　
ゼ
ネ
コ
ン
大
手
の
鹿
島
は

２
０
１
１
年
に
完
成
し
た
技

術
研
究
所
本
館
研
究
棟

東

京
都
調
布
市

で

年
度
、

都
内
の
標
準
的
な
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

％
削
減
を
達
成
し
た
。
こ

れ
に
並
行
し
て
自
社
の
既
存

オ
フ
ィ
ス
で
Ｃ
Ｏ
２
を
半
減

す
る
省
エ
ネ
改
修
の
実
証
実

験
も
進
め
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
削
減
率

・
３
％

を
記
録
し
て
い
る
。
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

年
に
Ｚ

Ｅ
Ｂ
実
現
を
目
指
す
。

　
技
術
研
究
所
本
館
研
究
棟

は
建
設
・
設
備
コ
ス
ト
を
抑

え
て
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
実

証
施
設
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
建
屋
は
ス
ラ
ブ

床

版

と
耐
震
壁
の
組
み
合
わ

せ
を
基
本
に
し
た
シ
ン
プ
ル

な
躯
体
構
造
で
、
庇
効
果

ひ
さ
し

を
狙
い
窓
面
か
ら
外
側
に
ス

ラ
ブ
を
１

あ
ま
り
張
り
出

さ
せ
て
い
る
。

　
フ
ロ
ア
は
作
り
付
け
の
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
電
源
・
通
信

配
線
を
通
し
て
間
接
照
明
器

具
も
取
り
付
け
、
天
井
と
床

の
い
ず
れ
も
二
重
化
し
て
い

な
い
。
床
は
ス
ラ
ブ
に
タ
イ

ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
直
接
敷

設
。
空
調
は
気
流
が
平
滑
面

に
付
着
す
る
よ
う
に
流
れ
る

原
理
を
利
用
し
、
上
層
階
の

ス
ラ
ブ
下
面
に
沿
っ
て
吹
き

出
す
ダ
ク
ト
レ
ス
方
式
を
採

用
し
た
。

　
照
明
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

と
蛍
光
灯
を
併

用
し
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

も
屋
上
緑
化
と
の
組
み
合
わ

せ
で
試
験
的
に
設
置
し
た
だ

け
。
こ
ん
な

シ
ン
プ
ル
な

装
い

で
目
標
と
し
て
い
た

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

％
削
減
を

大
き
く
上
回
る
国
内
最
高
レ

ベ
ル
の
削
減
率
を
達
成
し
、

第

回
空
気
調
和
・
衛
生
工

学
会
賞

技
術
賞

に
輝
い

た
。

　
省
エ
ネ
改
修
の
実
証
実
験

は
自
社
事
務
所
「
Ｋ
Ｉ
ビ

ル
」

東
京
都
港
区

で
実

施
し
て
い
る
。
土
木
事
業
部

門
が
執
務
す
る
フ
ロ
ア
の
半

分
を

年
の
夏
季
休
暇

９

日
間

に
改
修
。

年
２
月

か
ら

年
１
月
の
１
年
間
、

季
節
変
動
要
因
を
含
め
て
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
同
じ
執
務

条
件
の
非
改
修
エ
リ
ア
と
年

間
で
比
較
し
、
目
標
の
削
減

率

％
を
上
回
っ
た
。

　
３
タ
イ
プ
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
を
利
用
し
た
充
放
電

制
御
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

人
の
密
度
も
把
握
す
る
人
感

セ
ン
サ
ー
で
空
調
・
照
明
を

制
御
す
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は

反
射
・
透
過
を
組
み
合
わ

せ
、
照
度
以
上
に
明
る
く
感

じ
る
よ
う
に
工
夫
。
空
調
は

湿
度
も
制
御
す
る
デ
シ
カ
ン

ト
空
調
と
し
た
。

年
４
―

５
月
の
２
カ
月
間
は
空
調
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
全
て
太

陽
光
発
電
で
賄
っ
た
。

面
に
続
く

「
エ
ネ
消
費
ゼ
ロ
」
実
現
へ
次
世
代
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
目
玉
に

省エネ改修で１次エネルギー消費量削減率
％を達成したオフィス 鹿島ＫＩビル

「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
要
望

【注釈】
　※１　ＢＥＭＳアグリゲーター 主に中小ビルな
どにＢＥＭＳを導入し、クラウドなどによる集中管
理システムを通じたエネルギー管理支援サービスを
行う者
　※２　ダイナミックプライシング 当日の電力需
給状況に応じて電気料金を変動させる料金体系。前
日に予想価格を周知するものなど、数種類が存在す
る
　※３　共同省エネルギー事業 事業者が他の者と
共同でエネルギー使用の合理化を行うこと。「他の
者のエネルギーの使用の合理化の促進に寄与するこ
と」および「我が国全体のエネルギーの使用の合理
化に資すること」が必要

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
具
体
的
に
は
、
ピ
ー
ク
時

間
帯
に
使
用
し
た
電
力
量
に

対
し
て
１
以
上
の
数
値

以

下
、
評
価
係
数
α

を
乗
算

し
、
当
該
時
間
帯
の
使
用
電

力
量
を
そ
の
他
時
間
帯
の
使

用
電
力
量
よ
り
も
大
き
く
評

価
す
る
体
系
で
あ
る
。
省
エ

ネ
法
は
中
長
期
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
原
単
位
の
１
％
改

善
を
努
力
目
標
と
し
て
定
め

て
お
り
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
の

使
用
電
力
量
に
重
み
を
付
け

る
こ
と
で
、
事
業
者
の
ピ
ー

ク
対
策
を
省
エ
ネ
法
で
評
価

可
能
と
な
る

図
５

。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
体

系
は
ま
だ
設
計
途
中
で
あ

り
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
を
ど
の

時
期
の
何
時
に
設
定
す
る

か
、
評
価
係
数
α
の
数
値
を

ど
う
設
定
す
る
か
、
と
い
っ

た
点
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
節

電
分
を
評
価
す
る
た
め
に

は
、
需
要
家
の
時
間
帯
別
の

使
用
電
力
量
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、
ど
の
程
度

の
需
要
家
が
ピ
ー
ク
時
間
帯

の
使
用
電
力
量
を
把
握
可
能

か
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
改
正
省
エ
ネ
法
案
以
外
に

も
電
力
ピ
ー
ク
に
対
す
る
政

策
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
使
用
電
力
の
見
え
る

化
に
つ
い
て
は
経
済
産
業
省

の
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
制
度

検
討
会
に
お
い
て
産
・
官
・

学
を
交
え
た
議
論
が
行
わ
れ

て
お
り
、
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

や
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

に
つ
い
て
は
一
定
の
条

件
下
で
導
入
の
た
め
の
補
助

金
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー

※
１

の
認
定

な
ど
を
通
じ
、
特
に
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
導
入
が
進
ん
で
い
な
か
っ

た
中
小
ビ
ル
な
ど
に
対
し
て

も
電
力
ピ
ー
ク
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
を
は
じ

め
と
し
た
４
地
域
を
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ

ム
実
証
地
域
と
し
て
選
定

し
、

年
度
よ
り
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代

社
会
イ
ン
フ
ラ

の
実
証
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

※

２

な
ど
の
効
果
を
検
証
し

て
い
る
。

民
生
部
門
の
省
エ
ネ
対
策

　
産
業
部
門
に
比
べ
て
民
生

部
門

家
庭
含
む

の
省
エ

ネ
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
民
生
部
門
の
省
エ
ネ

対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
制
度
は
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
と
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

機
器
の
製
造
・
輸
入
事
業
者

に
対
し
、
３
―

年
程
度
先

に
設
定
さ
れ
る
目
標
年
度
に

お
い
て
高
い
省
エ
ネ
基
準

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準

を
満
た
す
こ
と
を
求
め
、
目

標
年
度
に
な
る
と
報
告
を
求

め
て
そ
の
達
成
状
況
を
国
が

確
認
す
る
制
度
」
で
あ
り
、

年
に
省
エ
ネ
法
に
追
加
さ

れ
た
。

　
当
初
は
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
９
品
目
の
み
が
対

象
で
あ
っ
た
が
、
対
象
機
器

の
追
加
を
重
ね
て
現
在
は

品
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
行
の
基
準
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
多
消
費
型
機
器
な
ど
が

対
象
で
、
前
述
の

品
目
も

同
観
点
か
ら
選
定
さ
れ
た
。

一
方
、
改
正
省
エ
ネ
法
案
で

は
「
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
し
な
く
て
も
、
住
宅
・
ビ

ル
や
他
の
機
器
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
効
率
の
向
上
に

資
す
る
製
品
」
を
新
た
な
対

象
に
加
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
般
の
改
正
案
で
追
加

が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は

窓
、
断
熱
材
な
ど
で
あ
り
、

住
宅
の
約
６
割
、
建
築
物
の

約
４
割
を
占
め
る
冷
暖
房
用

や
給
湯
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
効
率
の
向
上
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
３
　
今
後
の
省
エ
ネ
政
策

に
求
め
ら
れ
る
方
向
性

　
以
上
で
述
べ
て
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
の
省

エ
ネ
政
策
に
求
め
ら
れ
る
方

向
性
と
し
て
は
以
下
の
も
の

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。民

生
部
門
へ
の
対
策
強
化

　
省
エ
ネ
法
改
正
の
変
遷
や

今
回
の
改
正
案
を
鑑
み
る

と
、
省
エ
ネ
法
の
規
制
範
囲

が
産
業
部
門
か
ら
民
生
部
門

家
庭
・
業
務

へ
と
次
第

に
広
が
っ
て
き
た
こ
と
が
分

か
る
。
一
方
で
、
中
小
企
業

主
に
業
務
部
門

や
家
庭

部
門
に
対
し
、
直
接
的
に
省

エ
ネ
を
義
務
付
け
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
何
ら
か
の
追

加
的
な
政
策
が
求
め
ら
れ

る
。

　
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
削
減
義
務
を
負
っ
て

い
る
企
業
が
、
中
小
企
業
や

家
庭
部
門
な
ど
の
省
エ
ネ
・

節
電
に
寄
与
し
た
場
合
に
そ

れ
を
評
価
す
る
仕
組
み
の
導

入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
共
同
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

※
３

の
積
極
的
な
活
用

も
一
案
で
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

　
現
行
の
省
エ
ネ
法
上
、
系

統
電
力
は
そ
の
消
費
量
の
み

が
評
価
対
象
と
さ
れ
て
お

り
、
全
て
火
力
発
電
由
来
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
電
力
自

由
化
の
議
論
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度

Ｆ
Ｉ
Ｔ

に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

急
速
な
普
及
に
よ
っ
て
、
今

後
、
系
統
電
力
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
が

一
定
程
度
の
割
合
で
含
ま
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
省
エ
ネ
法
上
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
再
度
整
理
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
以
前
に
も
増
し
て
省
エ
ネ

政
策
と
再
エ
ネ
政
策
は
不
可

分
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
今
後
、
省
エ
ネ
政
策
は

再
エ
ネ
政
策
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
捉
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

需
要
家
側
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

　
事
業
所
単
位
か
ら
事
業
者

単
位
へ
の
変
更
な
ど
、
省
エ

ネ
法
の
カ
バ
ー
範
囲
が
徐
々

に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
部
分

最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
か
ら
全
体
最
適
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
志

向
し
て
い
る
と
言
え
る
。
２

で
紹
介
し
た
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
全
体
最

適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
一
例
で
あ
り
、
今
後
の
省

エ
ネ
政
策
で
目
指
す
べ
き
一

つ
の
形
態
で
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
は
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

通
信
機
能
付
き
電
力
量

計

や
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
分
散
型

電
源
の
電
気
や
熱
の
相
互
融

通
な
ど
を
通
じ
て
、
需
要
側

で
の
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
を
可
能
に
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
は
電

力
会
社
な
ど
、
供
給
側
が
行

っ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
需
要
側
で

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今

後
は
需
給
両
面
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
進

め
て
い
く
よ
う
な
政
策
が
必

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

◇
◇

　
こ
こ
で
述
べ
た
改
正
省
エ

ネ
法
案
の
具
体
的
な
制
度
設

計
は
今
後
行
わ
れ
て
い
く
こ

と
と
な
る
が
、
地
球
温
暖
化

問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
、
さ
ら
に
は
電
力

需
給
状
況
逼
迫
な
ど
の
面
か

ぱ
く

ひ
っ

ら
、
省
エ
ネ
政
策
は
わ
が
国

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
中
で
も
最
重
要
政
策
の
一

つ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
技

術
の
進
展
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
応
じ
た
省
エ
ネ
政
策
が

求
め
ら
れ
る
。


